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れ以上敷値の“致を求めるのは無意味である。（ζ，

r等の記號にういては例えばGoldstein：Moδern
Developments　in　Fluid　Dynarnics，．　Vo1．　IL　p．374

滲照）

　第2圖に二三の流線に潅う切線磨力τ’（kg／mもの

分布を示した。（ζ＝．0125としてある。）
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値は大して墾らない。翁離鮎は自由表面には存在せず，

流線2以下においては船の長さの約96％の位置に存
　　　　　　　　　　　　　　●在する。
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している。rの
分布竜大差はな
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してts相互の流
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　2）　模型船の全抵読と，歴力£布とを測り全抵抗から歴力にもとつ

　　く犠読を差引い江値o　　　　　　　　　－　　・
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　　　　　　　　　　　　フヲソ核を有する　一

　　　　　　　　　2憤アノレコーノtrの合成．

　　　　　　石井義郎・山下雄也・本柳忠義

　　2，5一ジオチシメチ々・テトラヒドロプラン（II）ば
　2個の永酸基を有し，特殊な含成繊維，可塑剤ρ製造
　に興味ある磨用があると思われるので，その合成條件
　を検討した。IIは藤糖の酸分解によつて少量生成す
　　　　　　　蟻酸　　　　　　　　HX
　　‘C3H5（OH）3　－5．CH，，”CH－　CH20・H－一→

　　グリVリン　、アリルアルコール
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　　CH2＝CH－CH2X－→CH，，＝CH－CH．，　一　CH2＝CH＝CH2
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る5一オキシナチルフルフヲ帥ルを接鰯還元して得ら

れる（1）rが，われわれは次のようにグリセリンからジ

アリルを経て合成する方法を選んだφ
　ハロゲン化アリルは沃化アリル（グゾセリンi沃度，
萱燐を反慮させて得ぢれる），嗅化アリル（アリ・kアル

コP・ルと：臭化水素から）あるいは臨化アリルなどを用

いた。イ・ロゲン化アリルを金屡ナトリウムまたはマグ

ネシウムを用い縮合させると，ジアリル（沸黙55～
65℃）が65％の牧i率で得られる（2）。ジアリルを過安．

息香酸で酸化すれば，ジエ球キシヘキサンカ碍られ，
これを加水分解すればIIとなる（3）。過蟻酸酸化により

直接ジアリルからIIが得られるく4）6すなわちジアリル

1009，に30％過酸化水素6009，蟻酸3009を加え
て，50℃で3時間麗辞した後蒸溜すれば1509が得
られる（沸瓢116℃／5mln）。1を酒精カリで加求分解

するとIIが得られる。IIのパラFルエンスルフォン
酸エステルは丈献の融黙113～117℃と一致するのでう
II式は誤りない亀ρと思われる。次式のように1をフ
ルフラールから合成しようと試みたが；フルフリルア’
ルコ“…ルおよびその誘導饒とホルマリンの反慮はアル
カリ性では反癒せず，’酸性では樹脂化レて成功しなか

つた。1の物理的性質及びその諸反慮，特にいろいろ
の脂肪酸との』＝ステルについては目下研究績行中。
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